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もりのにぎわい通信  
 

2023年 1１月２５日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2023年 11 月 25日（土）9：00～15:00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴時々曇り  気温 9～13.5℃ 湿度 43% 風向 北西 風速 3.0m/s 

参加者：17 人：子ども 1 人、大人 16 人（内土地改良区 0 人） 

 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9:00集合 

9:45作業開始   

10:30休憩 

   作業再開 

12:00午前の部：片付け・解散 

13：00 井戸掘り作業他 

15：00 片付け・解散 

 

■活動報告 

土曜日から冷え込みが厳しくなるといわれていて覚悟していましたが、良い天気で思っていたよ

りあたたかい一日となりました。当日は地域の公民館でお祭りがありスタッフがそちらに行く予定

があって少人数の対応の中、9：40 ごろほぼ全員そろって始まりました。全員そろう前に１５年ぐ

らい前に子どもたちが秘密基地として穴を掘っていたあたりに実のついた柿の木が二本あるとの

ことで探しに行き甘柿 15 個と渋柿２個を収穫することができました。今まで実がなることがなか

ったので存在に気付いていませんでしたが、来年からの楽しみがまた一つ増えました。                                              

井戸掘りをする安房高校生物部の生徒４名と安斎先生も遠方より来て準備を進めます。 

作業は井戸掘りの手伝いと刈り払い機を使っての草刈りに分かれて作業を行いました。 

井戸掘りは作業が始まって約一時間ぐらいのところで穴を掘る約８M の棒の一部が折れ、部品交

換のために一時休止となりました。井戸掘りの手伝い予定だった初参加の高校三年生の女の子とお

母さんそして大学三年生の R さんにキウイの収穫を半分くらいやってもらいました。当日は久し

ぶりの豚汁づくりを予定していたので休憩に入る 10：30 ごろからかまどに火を起こしてお湯を沸

かし始めました。休憩時には温かいお茶とお菓子、そして朝収穫した柿（次郎柿ではとのこと・・・

とっても甘い柿でした）を皆でいただきました。 

11:40 ごろ豚汁が完成して皆でいただきました。温かい汁物はやはり体が温まります。みなお代

わりをして食べていました。だしに使った森で収穫したしいたけもいい仕事をしていたように思い

ます。豚汁を食べた後、収穫したキウイを皆でわけて手土産にして一般参加者は解散となりました。 

井戸掘りが再開して安房高校の井戸掘り部隊が休憩する際は一般の参加者で作業を進めました。

途中で棒を穴の中でつついているときになにか引っかかる感覚があり取り出してみると先端部分

にひび割れたリングがついていて何かを壊してしまったのではないかと慌てて安斎先生へ報告。見
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てもらうと・・・それは以前作業中に穴に落としてしまった部品とのこと。胸をなでおろしてリン

グを外して作業をつづけました。それからまた３０分後につつく際に変な引っかかりを感じ始め、

泥を捨て泥をためる先端部分をみると欠けているのを発見。これはさすがに嫌な予感しかしません。

案の定先端部分の交換はできず作業は中止となりました。井戸に固定している筒をカケヤで少し打

ち込んで作業を終わらせていました。作業をするには暑すぎず、寒すぎずとてもいい気候だったの

でとても残念。 

当日唯一参加してくれた小学２年生のＴくんはお父さんと一日生き物探しに没頭。まずはムカデ

を昆虫ケースに入れて観察し、次に大きな大カマキリのメスを見つけてバッタをつかませては食べ

る様子を観察していました。今まで１１月終わりに生きたカマキリを見かけることが少なかったの

で驚きでしたが、暑い日が続いていたからなのでしょうか。よくぞこんな天敵の多い環境で生き残

っていたと、貫録を感じる立派なオオカマキリでした。この時期あまり姿を見ることが少なかった

アマガエルもみつけ、茶色いものと緑のものをつかまえ今年子どもたちが掘った穴に水を入れたバ

ケツを二つ並べアマガエル園なるものをつくっていました。 

大学３年生のＲさんは１５年前に森で秘密基地の穴を掘っていた人物。横でその当時と同じくら

いの年齢の男の子が穴を掘って中で生き物を観察している姿をみると感慨深いものがあります。森

も子どもも大きく成長しました。 

今年は秋から暑かったせいかいつもより紅葉が遅く当日はモミジとブルーベリーの紅葉がとて

もきれいでした。高台の車の駐車場から斜め下の叢には姿を見かけることはありませんでしたがウ

サギの糞を沢山見かけました。東北などでは熊が里山に出没して被害も沢山出ていますが、千葉に

は熊が生息していないということで安心して森の活動ができることをありがたく思います。森の保

全だけでなく、野生動物と人間がうまく共存できるよい方法をしっかり考えていく必要がありそう

です。 

（記録：和田みさ子） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、12 月 16 日（土）（雨天の場合 12 月 17 日(日)）除草作業､枝の剪定、間伐材の焼

却､井戸掘り作業などを行う予定です。コロナ禍の為、活動時間は午前 9 時～12 時までとします｡ 

 興味のある方は奮って参加下さい。 

 

http://www.g-cycle.org/
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集合写真 

 

 

  

作業開始前 
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秘密基地大好きでした。   オオカマキリ見つけたよ     冬眠前のアマガエル 

 

   

 ここにカキの木があった。     紅葉が見頃          もみの木          

  

初参加の方に森を案内             刈払機による除草作業 
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刈払機による除草作業             キウイフルーツの収穫作業 
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                枝の剪定作業 

 

   

                            豚汁が出来ました。 

  

休憩 

 

 



森を守り育てる会 かわらばん 2023年 11 月号                2023年 12月 13 日発行 

 

 

  

井戸掘り作業 
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        井戸掘りに挑戦 

 

 

 


